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1 まえがき 
人と初めて会ったときに、その人の顔全体から

受ける印象を、例えば、「のんき」や「勇まし

い」などの言葉によって表現することがある。本

来、人の顔は様々な要素を含んでいるが、これら

がどのように組み合わされて顔全体の印象が構成

されているのか、その定量的な関係を明らかにす

ることが本研究の目的である。 

本研究では、似顔絵生成システム[1]を用いて顔

部品の形状や配置を様々に変化させた似顔絵を生

成し、それらの似顔絵から受ける印象をアンケー

トによって調査するアプローチを取った。また、

これらの調査結果を分析することで、顔全体の印

象が各要素（特定の顔部品の形状や配置）にどれ

ほど強く依存するのかを明らかにし、さらに、顔

部品の形状や配置に基づいて顔の全体的な印象を

推定する手法を導出した。 

2 顔印象の定量的記述手法の提案 
2.1 では、本研究において実施した顔印象のアン

ケート調査の手法を述べる。2.2 では、アンケート

データの分析について述べ、それに基づいて顔印

象を定量的に記述する手法を提案する。2.3 では提

案手法の評価について述べる。 

2.1. アンケート調査の手法 
本研究では、似顔絵生成システム[1]を用いて顔

部品の太さ、長さ、角度などの特徴[2]を変化させ

た似顔絵を多数作成し、それらの似顔絵から受け

る印象をアンケートによって調査した。 

一回のアンケートに用いる似顔絵は、一つの要

素（顔部品もしくは配置）のみを変動させ、残り

の要素は平均顔の値に固定したものとした。これ

は、複数の要素を同時に変化させる場合、組み合

わせ数が膨大になり、解析が難しくなるからであ

る。一例として、図 1 に眉毛の形状を変化させて

生成した 81 枚の似顔絵を示す。ここで、縦軸は眉

の長さ、横軸は眉の太さの変化量に対応している。

変化量は-3～3 の数値で表されており、3 と-3 は、

筆者らが保有する 300 人のデータの最大値と最小 

 

 

 

 

 

値にそれぞれ対応している。本研究では、顔の特

徴をよく表すと思われる 6 種類の要素（図 3 参

照）に対して、それぞれ、少なくとも 49 枚の似顔

絵を生成した。アンケート調査では 10 人の被験者

を対象にし、各要素ごとに生成された似顔絵に対

して、「優しい」「勇ましい」「厳しい」「おと

なしい」「のんき」の 5 つの印象を評価してもら

った。評価は、それぞれの似顔絵に対して 5 段階

（1～5）の点数をつける形とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図 1 作成したサンプル(眉の太さ長さ)  

 

2.2.  アンケートデータの分析 
 一口に優しい顔と言っても、個々の人がイメージ

する顔は同じではない。しかし、その差異のある

イメージの中で共通する部分こそ、その印象を表

現するための必須の特徴であると考えられる。し

たがって、本研究では、顔から受ける印象の個人

差を分析することではなく、顔部品の形状や配置

の変動に対する顔印象の変化の平均的な傾向を見

ることに主眼を置いた。 

ある印象に対して、各似顔絵に付与されたアン

ケートの点数を , ,n i jx と表すことにする。 n は変動

させる要素（顔部品の形状や配置の種類）のイン

デックス、 i は被験者のインデックス、 j は一組

49 枚以上からなる似顔絵のインデックスを表すも

のとする。それぞれの n に対して、得られたデー

タ点に適当な関数 ( )nf j を当てはめれば、各要素

に対する 顔印象の変動を解析的に記述することが

可能になる。図 2 は、眉の形状、顔部品の配置の

分布という二つの要素に対して、二次曲面を当て

はめた結果である。ここでは、「優しい」「厳し

い」の２つの印象に対する結果を掲載した。 

 

-3 

3 

Quantitative Description of Overall Face Impression Based on  
Impressions of Shapes and Arrangement of Facial Parts 
Chiasa ENDO, Keita TAKAHASHI, and Masahide KANEKO 
The University of Electro-Communications 
1-5-1 Chofugaoka, Chofu-shi, Tokyo 182-8585, Japan 
{c_endo, takahashi, kaneko}@radish.ee.uec.ac.jp 

 

眉
長
さ 

眉太さ 3 

-3 

Copyright     2012 Information Processing Society of Japan.
All Rights Reserved.2-671

3ZJ-4

情報処理学会第74回全国大会



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

厳しい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
優しい 

図 2 顔印象の変化を表す曲面 

 

図 2 より、要素ごとに特定の顔印象に与える影

響の大小には違いがあることがわかる。この違い

を定量化するため、以下の手順で要素ごとの分散

を計算した。まず、アンケートの点数 , ,n i jx をすべ

ての被験者に対して平均した数値 ,n jy を求めた。

次に、要素ごとの分散を 

( ),=n j n jyσ 　var  

と求めた。図 3 のグラフは、「厳しい」という印

象に対して、要素ごとの分散を正規化したもので

ある。目と眉毛の角度は顔印象に大きな影響を与

えているが、口の形状などは比較的影響が小さい

ことがわかる。「優しい」という印象に対しては、

これとはさらに異なる結果が得られた。 

2.3.  提案手法の評価 

 2.2 で得られた関数 ( )nf j を用いて、特定の印

象を典型的に表すと期待される「印象顔」を生成

した。原理的には、各要素 n に対して 

( )( )=argmaxn j nj f j　  

 

となる変化量を選択することによって、特定の印 

象を最大にする要素を集めた似顔絵を生成できる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 顔部品における重要度(厳しい) 

 

実際には顔部品同士の干渉があるため手動で似顔

絵作成システムのパラメーターを調節して近似的

な結果を得た。図 4 は、「厳しい」という印象に

対する印象顔である。主観的に、「厳しい」印象

の顔を生成できている。 

   

図 4 印象顔

(厳しい) 

図 5 300 人の似顔絵から選ばれ

た厳しい顔(左)、優しい顔(右) 

 

次に、同じように関数 ( )nf j を用いて、300 人の

実写顔画像から得られた似顔絵から、特定の印象

を最も強く持つと思われる似顔絵を選択する実験

を行った。すなわち、各似顔絵に対して、その特

徴が、 }{ 1 nj j,… と記述できる場合、特定の印象

に対する評価値は、 ( )n n
n

f j∑ と求められる。こ

の評価値が大きくなる似顔絵を選び、主観的な印

象と比較することで、関数 ( )nf j による顔印象推

定の妥当性を評価できる。図 5 は、「厳しい」

「優しい」という印象に対して選ばれた似顔絵で

ある。主観的にも「厳しい」「優しい」印象を受

ける顔が選択できている。 

3 むすび 
本研究では、顔部品の形状や配置が顔全体の印

象に与える影響を似顔絵生成システムとアンケー

ト調査を用いて分析し、顔印象の定量的記述に向

けた指針を示すことができた。提案手法の詳細な

評価、および今回報告した 5 つ以外の顔印象に関

する調査は今後の課題とする。 
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